





平成 均 年8月 23，24日の2日間，富山大学五福キャンパスにおいて，平成 19年度機密・分析技術研究
会が開催された.本研究会は，全闘の国立大学，高等専門学校及び大学共同利用機関等に勤務する技術系職
員が，技術発表と討論を通じて技術の研績 ・向上を図るとともに，技術系職員相互の交流を深めることを目





コミットロボット ・パロの研究開発j と題して特別講演が行われた 今後社会が積極的に取り組まなければ
ならない「心の豊かさj を実現するため，日々研究開発に取り組まれている柴田先生のご講演は，ユーザー
の思いを多く取り入れ，それを現在の最先端伎術によって実現している様子を詳細に解説していただいたも
のであった また，その最先端技術の中には職人による高い技能が生かされている僚子も紹介していただい
た ご講演後の質問は大変盛況であり，参加者が大きな感銘を受けるとともに，我々の業務に対しても極め
て大きな刺激を受けるものであった さらにものづく り」はその先にある「人Jを捷かにするために存在
するものであり，それが社会の永続的な発展に繋がると強く感じた.
なお， rパロ」については インターネットで検索することを是非薦める
2 口頭発表報告
著者らは，本研究会で I福井大学工学部先端科学技
術育成センターにおけるデジタノレエンジニアリングの
事例紹介Jと題し，先端科学技術育成センターが有す
る最新鋭 NC工作機械及び3D-CAD/CAMシステム
を活用した教育 ・研究支援の事例紹介を行った 主に
発表者の不手際により，実際に 5紬7 シニングセンタ
で加工をしている様子を紹介できなかったのは残念で
はあったが，他大学等からの出席者からは今後の導入
を想定した質問を受けた 特に，本センターには複数
の CAD/CAMンステムが導入されているため，その
使い分けやメリット等についての質問があった.今後
は， NC工作機械類やCAD/CAM-Yステムの新規導入
を予定している{也大学等の指標になり得るような内容
について発表をしていきたいと考えている
他大学等からの講演としては，極めて専門性や技術
力が高い様々な研究報告がなされていた.技術職員が
b 、かに高い技術を有し，それらが大学等の教育，研究
及び運営に反映されている様子を理解できた研究会で
あった e このような機会には今後も積極的に参加し，
多くの刺激を受けることによって福井大学の発展に寄
与していきたいと感じた
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なお，これは私見であるが，福井大学工学部技
術部においても多くの優れた研究や高い伎術力を
発揮した支援事例がある これらは是非外部に向
けて発信すべきこ止であり.今後はより多くの発
表をする義務があると考える。
4まとめ
平成 19年度機器・分析技術研究会への参加報
告を行った 研究会には多くの技術系職員が参加
し，大変盛況な 213聞であった
特別講演会では，産業技術総合研究所柴田崇徳
主任研究員による大変貴重なご講演を拝聴するこ
とができ，大きな衝撃左感動を得ることができた
報告会では，多くの事例報告等がなされ，各大
学等において技術職員が，その高い技術力を発揮 図2研究会会場
して教育，研究及び運営に貢献している様子を理 (富山大学五福キャンパス・黒田講堂)
解することができた
大学等において，技術職員に求められる役割は今後益々増大するものと考える また，これまで以上に幅
広い知識と高度な技術力が要求されると推察される.そのような中で，本研究会のように技術系職員が一同
に介し，各々の取組みについて報告するとともに，職員間のネットワークを形成することができる機会は極
めて貴重であり，今後はより多くの職員の参加が重要になると考える
なお，大学等の技術職員聞のメーリングリストが存在し，それが運用されていることを研究会後に初めて
知った 全技術職員に周知されているかは分からないが，これを有効に活用し，各大学等との情報・技術交
換に大いに役立て亡いただきたい もし，メーリングリストについて知らないという方がいれば，著者らに
閉し、合わせていただきたい
最後となりましたが，本研究会への参加を薦めてくださり，報告の機会を与えて頂きました工学部技術部
の皆様にお礼申し上げます
(.)特別講演会 (b) 著者らによる報告
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